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取扱説明書 S2LH 高耐候性保温材付フリーチューブ

保管上の注意

使用前に必ずお読みください

・保管の際は、平置きにし局部荷重のかかるような置き方はしないで下さい。

・保管されている製品付近での火気の使用は行わないで下さい。

　火災の危険だけではなく、製品の変形や材質の劣化を起こすことがあります。

・製品は高温、多湿な場所や直射日光にあたる場所を避けて屋内で保管してください。

・子供の手の届かない場所に保管してください。

施工・使用上の注意

・耐候性保温材の端面には耐候性はありませんので必ず遮光処理を行ってください。

　また、保温材（発泡ポリエチレン部分）にも耐候性はありませんので直射日光に

　ご注意下さい。

・現場や車両運搬時での擦り傷等で早期劣化の原因となり製品の寿命が短くなる

　可能性があります。

・保温材をカットする際は中のフリーチューブに傷が入らない様十分に注意してください。

・カット部はバリ、凹凸がないようにきれいにカットしてください。

・過度な締め過ぎ、叩き過ぎのツバ出し作業は、水漏れの原因となります。

・接続の際は、当社の袋ナット、パッキンをご使用下さい。

・所定の曲げ半径(R40)以上を守り、曲げ配管を行ってください。

・ウォーターハンマーの恐れがある場合には水撃低減器を取付けください。

・曲げる位置はナットから40mm以上離れたところからゆっくり曲げてください。

・屈曲を繰り返しますと、破損する恐れがあります。

・水、お湯以外には使用しないでください。

・埋設施工はしないでください。

・下記の使用状況の場合は、腐食の原因となる事がありますので、十分にご留意ください。

　塩素系の洗剤等が付着した状態で使用された場合

　異物(ホコリ、鉄粉等)が付着したまま使用された場合

　通水テスト時の汚水、赤水が管内に滞留した場合


